












































































































































































れぞれ時計を置き，A から B に送られた光信号がただちに B に反射して
A に戻ってくるとする。そして，光信号が B に到達した時刻から A を出
発した時刻を引いた数値と，A に戻ってきた時刻から B に反射した時刻










4 月 6 日のベルクソンの報告は，「同時性」という常識の観念が意味す
るものをまず分析し，それとの対比をとおして，相対論的な「同時性」が





































































































































覚する私たちの持続の瞬間と「同時」である必要がある。4 月 6 日の報
告ではまだ曖昧なままだったこの認識を，ベルクソンは「瞬間における同



































































































































































本稿中，『意識の直接与件についての試論』(Essai sur les données immédiates
de la conscience) からの引用は，Henri Bergson, Œuvres, PUF, 1959 に，『持
続と同時性』(Durée et simultanéité)，および 1922 年 4 月 6 日のフランス哲学
会におけるベルクソンとアインシュタインの発言 (Discussion avec Einstein) か
らの引用は，Henri Bergson, Mélanges, PUF, 1972 によっている。
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「観測者」がいなくても用は足りるのである（“Bergson, Einstein et les















5) Gilles Deleuze, Le bergsonisme, p. 80.
6)「同時性」の問題について，ベルクソンと同時代に平行した思考を辿っていた
哲学者に，ホワイトヘッドがいる。たとえば，彼は『自然認識の諸原理』（1919
年）において，次のように述べている。「知覚とは同時的自然全体という背景に
おいて，部分的に識別された諸出来事の複合体を形成するところの出来事ない
し事件の意識のことである。この意識は識別された複合体内で，一つの出来事，
あるいは出来事群に明確に関係づけられる。この出来事は知覚しつつある出来
事と呼ばれる。識別された出来事を含む自然全体の同時性 (simultaneity) とは，
自然というその背景の，知覚しつつある出来事に対する特殊な関係である。こ
の背景は知覚しつつある出来事と同時に生じる自然全体としての完全な出来事
であり，知覚しつつある出来事はその完全な出来事の部分である。このような
完全な自然全体は『持続」(duration) と呼ばれる」（藤川吉美訳，松籟社，66
頁）。ホワイトヘッドにとって，「持続」とは時間的継起というよりむしろ諸出
来事の同時的共存という自然の様態を示す用語であった。「知覚しつつある出来
事」（これは知覚する意識と言い換えてもよい）と知覚される諸出来事との同時
性という「特殊な関係」は，意識という出来事が自然という「持続」の一部で
あるとともに，「知覚」をとおしてその「持続」としての自然の全体性を認識す
るための実在的な根拠となる。彼が「同時性」を「瞬間性」(instantaneousness)
と区別するやりかたもまた，ベルクソンにおける「流れの同時性」と「瞬間に
おける同時性」の区分とある程度まで対応している。ただし，ホワイトヘッド
の議論には，「流れの同時性」の分析を契機として，持続の潜在的共存としての
「唯一の時間」という存在論的な認識に向かう方向性はない。「同時性」をめぐ
る議論を含むこの時期の彼の作業は，相対論の出現によってその根拠を揺るが
された自然科学の諸概念や諸原理の基礎を根底的に鋳直すという企図に貫かれ
ており，相対論の帰結に対する批判のありかたもベルクソンのそれとは異なっ
ている。
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